
経営比較分析表（令和6年度決算）

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況

2.資産等の状況

⑨施設の資産価値(千円)

485,656

⑩設備投資見込額(千円)

3,920

①合宿利用者や休憩利用者は増えてきておりリ
ピーターも増えたが、施設の修繕や厨房冷蔵庫な
どの破損した備品を新たに購入したことにより支
出が増加したため減少してしまった。
②、③については、令和5年度中に完了できな
かった修繕や工事が令和6年度に完了したため支
出が増加したが、繰入金は減少したため数値が改
善されている。
⑦については、老朽化による修繕費が例年増加し
ているため改善できていない状況である。

団体での利用が増えてきているため今後も継続し
て利用していただけるように、さらに魅力的なプ
ランを研究して、売り上げを伸ばせるよう改善し
ていく必要がある。

　全体的に建物の老朽化が進み、建物の老朽化対
策や、突発的な設備や備品の故障などによる修繕
費用が増加し計画的な修繕ができない状況であ
る。
　将来の修繕や設備更新のために積立していくこ
とが困難な状況であり資産としての自立性が低く
なっているため改善できるように再考していきた
い。
　今後の設備投資としては、非常用電源の修理や
トイレの洋式化工事等を予定している。

　宿泊利用については、令和4年度は3086名、令
和5年度は3,557名、令和6年度は4,004名と増加し
てきているため④の数値については改善できてい
る。
⑤については、売上高は増加して効率的な経営が
できつつあるため人件費率は減少させることがで
きた。
⑥については、収益的にはこの2年間で増加して
きているが、修繕や工事に伴う支出も増加してい
るためほぼ横ばいとなっている。

　施設の老朽化も進んでいくことから、今後、修繕や
更新に係る費用が増大することが考えられる。
人件費などを含めた運営運営体制などの見直しと、利
用促進だけでなく宿泊・サービス単価が適切かなど
ターゲット層についても再構築するなど対策を再考し
ていきたい。⑦の状況をみても市の財政に頼らざるを
得ない状況である。公共施設としての役割（環境事業
の還元施設・福祉的側面など）を含めてコスト負担が
見合っているかどうかなどを検討して適切な運営がで
きるように、より一層の経費削減に努め、経営の効率
化を高めていく必要がある。
 厳しい経営状況ではあるが、地域の福祉・還元施設
としての重要性を考慮し、団体客の誘致や徹底したコ
スト管理を行うことで、持続可能な運営を目指してい
きたい。   平均値 330.8 11.2 7.9 6.9 4.2平均値      平均値   

   当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0当該値      当該値   

平均値 583,147 △24,727 △21,071 △18,563 △25,061

全体総括

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 △79,238 △75,872 △63,270 △82,913 △103,711

平均値 5.1 14.6 18.6 19.8 20.1 平均値 100.4 273.4 255.5 39.4 40.7 平均値 △152.6 △62.5 △110.4 △94.5 △116.0

125.0 116.3 104.8 当該値 △382.2 △373.8 △188.9 △194.1 △203.0当該値 3.7 3.8 11.7 13.5 15.2 当該値 232.4 244.5

3. 利用の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

2. 資産等の状況について
平均値 96.8 94.0 98.4 102.5 95.3 平均値 47.8 27.2 23.7 26.4 24.0 平均値 63,431 541,785 5,910 6,101 9,063

70.4 104.5 41.1 当該値 82,726 73,528 21,982 36,612 24,270当該値 100.8 97.2 104.7 138.0 73.1 当該値 80.5 76.2

1. 収益等の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

該当数値なし 該当数値なし 3,978 72 無 70.8 有 【】 令和6年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

グラフ凡例
法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ２ 非設置 7,614 無 0.0 ■ 当該施設値（当該値）

群馬県高崎市　牛伏ドリームセンター

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％)
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)

【39,956】
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②他会計補助金比率(％)

【74.3】
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①収益的収支比率(％)

【142.4】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【△15,622】
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⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【△78.9】
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⑤売上高人件費比率(％)

【43.6】
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④定員稼働率(％)
【17.7】
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⑫企業債残高対料金収入比率(％)

【22.3】
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⑪累積欠損金比率(％)
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⑧有形固定資産減価償却率(％)
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市町村(左軸) 公営企業(右軸)

⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし


